
【
デ
ジ
タ
ル
版 

む
か
し
の
桐
生
に
ふ
れ
て
み
よ
う 

No４

】 

乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候
（
御
籏
絹
二
千
四
百
拾
疋
献
上
ニ
奉
差
上
） 



 
 



【
釈
文
】 

乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候 

上
州
山
田
郡
桐
生
領
五
拾
四
ヶ
村
二
百
八
給 

御
料
九
ヶ
村 

私
料
廿
七
ヶ
村 

 

合
三
拾
六
ヶ
村
代
兼 

訴
訟
人 九

ヶ
村 

一 

九
ヶ
村
之
者
奉
申
上
候
、
古
縄
壱
万
三
千
石
右
村
之
儀
者
、 

乍
恐
権
現
様
被
為
游
御
入
国
候
節
、
御
籏
絹
二
千
四
百 

拾
疋
獻
上
ニ
奉
差
上
、
然
ル
ニ
明
暦
年
中
諸
星
庄
兵
衛
様 

御
支
配
之
節
、
右
之
絹
代
永
を
以
御
上
納
仕
候
様
ニ
被
仰
付
、
奉
畏
、 

右
代
永
五
拾
四
ヶ
村
ニ
而
壱
年
之
永
三
百
拾
七
貫
百
五
拾
文
宛 

納
参
リ
候
、
寛
文
元
丑
年
ゟ
元
和
元
酉
年
迄
、
舘
林
様 

御
城
附
ニ
罷
成
候
而
茂
相
不
替
御
上
納
仕
候
、
延
宝
拾
年
ニ 

舘
林
様
江
戸
ヘ
被
游
御
入
、
宝
暦
拾
年
辰
年
迄
七
拾
九
年 

以
来
、
御
割
地
ニ
罷
成
給
ニ
ゟ
、
御
地
頭
所
様
ヘ
差
上
申
候
、 

其
外
反
歩
之
上
ニ
植
置
候
桒
三
尺
丸
壱
身
ニ
壱
舛
之
御 

御
〔
マ
マ
〕

本
高
ニ
請
壱
束
ニ
附
永
二
文
宛
、
凡
畑
壱
反
歩
之
所
三
四
束 



ゟ
五
六
束
迄
御
水
帳
ニ
書
入
候
、
五
拾
四
ヶ
村
ニ
而
束
枚
六
万 

八
千
束
本
高
ニ
組
入
御
年
貢
納
来
候
故
、
諸
役
御
赦
免 

被
成
下
候
所
、
此
度
下
野
国
奈
佐
原
宿
被
差
出
被
仰
付
候 

儀
者
、
来
春
日
光
御
法
會
ニ
附
、
御
傳
馬
人
馬
、
高
百
石 

ニ
附
馬
三
疋
・
人
五
六
人
被
仰
付
候
得
共
、
先
年
御
社
参
之
節
、 

千
石
ニ
馬
七
疋
・
人
五
人
ニ
而
御
傳
馬
御
用
相
勤
候
得
共
、
多
分
之 

儀
故
、
人
馬
不
足
ニ
而
甚
難
儀
至
極
仕
、
殊
ニ
来
三
四
月
之 

儀
者
、
蚕
最
中
ニ
御
座
候
而
、
右
之
御
傳
馬
役
相
勤
候
得
者 

養
蚕
相
成
兼
、
五
拾
四
ヶ
村
之
内
惣
百
姓
一
同
御
年
貢 

御
上
納
致
兼
、
何
卒
以
御
慈
悲
人
馬
御
減
少
被
成
下 

置
候
ハ
ゝ
、
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
以
上 
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【
読
み
下
し
文
】 

恐
れ
乍
ら
書
附
を
以
て
願
い
上
げ
奉
り
候 

上
州
山
田
郡
桐
生
領
五
拾
四
ヶ
村
二
百
八
給 

御
料
九
ヶ
村 

私
料
廿
七
ヶ
村 

 
 

合
せ
て
三
拾
六
ヶ
村
代
兼 

訴
訟
人 九

ヶ
村 

一 

九
ヶ
村
の
者
申
し
上
げ
奉
り
候
、
古
縄
壱
万
三
千
石
右
村
の
儀
は
、 

恐
れ
乍
ら
権
現
様
御
入
国
游
ば
さ
れ
候
節
、
御
籏
絹
二
千
四
百 

拾
疋
献
上
に
差
し
上
げ
奉
り
、
然
る
に
明
暦
年
中
諸
星
庄
兵
衛
様 

御
支
配
の
節
、
右
の
絹
代
永
を
以
て
御
上
納
仕
り
候
様
に
仰
せ
付
け
ら
れ
、
畏
ま

り
奉
り 

右
代
永
五
拾
四
ヶ
村
に
て
壱
年
の
永
三
百
拾
七
貫
百
五
拾
文
宛 

納
参
り
候
、
寛
文
元
丑
年
よ
り
天
和
元
酉
年
迄
、
舘
林
様 

御
城
附
に
罷
り
成
り
候
て
も
、
相
替
わ
ら
ず
御
上
納
仕
り
候
、
延
宝
拾
年
に 

舘
林
様
江
戸
へ
御
入
り
游
さ
れ
、
宝
暦
拾
年
辰
年
迄
七
拾
九
年 

以
来
御
割
地
に
罷
り
成
り
給
ひ
に
よ
り
、
御
地
頭
所
様
へ
差
し
上
げ
申
し
候
、 

其
の
外
、
反
歩
の
上
に
植
え
置
き
候
桒
三
尺
丸
壱
束
に
壱
舛
の
御 



御
本
高
に
請
け
、
壱
束
に
附
き
永
二
文
宛
、
凡
そ
畑
壱
反
歩
の
所
、
三
四
束 

よ
り
五
六
束
迄
御
水
帳
に
書
き
入
れ
候
、
五
拾
四
ヶ
村
に
て
束
数
六
万 

八
千
束
本
高
に
組
み
入
れ
御
年
貢
納
来
候
故
、
諸
役
御
赦
免 

成
し
下
さ
れ
候
所
、
此
の
度
、
下
野
国
奈
佐
原
宿
差
し
出
さ
れ
仰
せ
付
け
ら
れ
候 

儀
は
、
来
春
日
光
御
法
會
に
附
き
、
御
傳
馬
人
馬
、
髙
百
石 

ニ
附
き
馬
三
疋
、
人
五
六
人
仰
せ
付
け
ら
れ
候
え
ど
も
、
先
年
御
社
参
の
節
、 

千
石
に
馬
七
疋
、
人
五
人
に
て
御
傳
馬
御
用
相
勤
め
候
え
ど
も
、
多
分
の 

儀
故
、
人
馬
不
足
に
て
甚
だ
難
儀
至
極
仕
り
、
殊
に
来
三
四
月
の 

儀
は
蚕
最
中
に
御
座
候
て
、
右
の
御
傳
馬
役
相
勤
め
候
え
ば 

養
蚕
相
成
り
兼
ね
、
五
拾
四
ヶ
村
の
内
惣
百
姓
一
同
御
年
貢 

御
上
納
致
し
兼
ね
、
何
卒
御
慈
悲
を
以
て
人
馬
御
減
少
成
し
下
し 

置
か
れ
候
は
ゝ
、
有
り
難
き
仕
合
せ
に
存
じ
奉
り
候 

以
上 

 

明
和
元
年
申
の
十
二
月 訴

訟
人 

九
ヶ
村 

 

成
瀬
彦
太
郎
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与
四
郎
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御
役
人
衆
中
様 

 【
解
説
】 

今
回
は
、
上
野
国
山
田
郡
上
仁
田
山
村
（
現
、
桐
生
市
川
内
町
五
丁
目
）
の
名

主
を
務
め
た
お
宅
に
伝
わ
っ
た
古
文
書
を
紹
介
し
ま
す
。 

桐
生
市
の
中
で
も
山
間
部
に
あ
た
る
川
内
町
は
、
可
耕
地
が
少
な
く
古
代
よ

り
養
蚕
や
機
織
り
が
盛
ん
な
土
地
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
中
世
に
は
伊

勢
神
宮
の
御
厨
（
み
く
り
や
＝
伊
勢
神
宮
の
庄
園
）
で
あ
る
須
永
御
厨
が
置
か
れ
、

儀
式
で
使
う
た
め
で
し
ょ
う
か
、
内
宮
へ
と
布
を
納
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
近
世
ま
で
の
社
会
の
百
姓
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
た
時
、
ど
う
し
て

も
農
村
風
景
の
中
、
用
水
を
巡
ら
せ
た
田
畑
を
耕
し
、
米
や
野
菜
な
ど
を
収
穫
し

て
年
貢
を
納
め
る
人
を
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
で
す
。
し
か
し
日
本
の
国
土
を
見
渡

し
て
み
れ
ば
、
農
業
生
産
に
適
し
た
平
野
部
は
意
外
に
少
な
く
、
む
し
ろ
可
耕
地

に
す
る
た
め
に
は
、
か
な
り
の
労
力
を
必
要
と
す
る
山
間
部
や
、
国
土
全
域
を
海

岸
線
が
廻
っ
て
い
る
と
い
っ
た
地
勢
に
気
が
つ
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
理
的

制
約
を
受
け
る
村
に
生
き
る
人
々
は
、
農
業
生
産
に
重
き
を
置
い
た
生
活
と
は

異
な
り
、
山
間
部
で
は
山
で
獲
得
さ
れ
る
収
穫
物
や
そ
れ
を
原
材
料
と
し
た
生



産
品
、
海
岸
部
で
は
漁
業
や
そ
の
加
工
品
の
生
産
と
い
っ
た
よ
う
に
、
む
し
ろ
そ

の
自
然
環
境
に
依
存
し
た
生
活
様
式
を
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
農
業
と
は
離
れ
て
生
活
を
す
る
人
々
の
生
業

な
り
わ
い

は
、
そ
の
土
地
土
地
の
特
産
品

と
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

関
東
平
野
と
山
間
部
の
端
境
に
位
置
す
る
桐
生
市
は
、
田
や
畑
に
す
る
た
め

の
平
地
が
乏
し
い
上
、
渡
良
瀬
川
や
桐
生
川
が
氾
濫
を
繰
り
返
す
な
か
で
形
成

さ
れ
た
扇
状
地
の
う
え
に
展
開
し
て
い
る
と
い
う
地
理
的
条
件
に
あ
り
、
歴
史

的
に
は
稲
穂
が
実
る
田
園
風
景
よ
り
も
、
山
が
身
近
に
あ
り
川
も
勢
い
よ
く
流

れ
て
い
る
よ
う
な
景
観
が
広
が
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
自

然
環
境
の
中
、
こ
の
周
辺
の
人
々
が
生
業
と
し
て
き
た
の
が
、
養
蚕
で
あ
り
、
機

織
り
だ
っ
た
の
で
す
。 

 
 

 

こ
の
古
文
書
は
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
来
春
（
翌
、

明
和
二
年
四
月
）
に
挙
行
さ
れ
る
日
光

に
っ
こ
う

御
法
会

ご

ほ

う

え

（
徳
川
家
康
の
命
日
に
日
光
東
照

宮
で
行
わ
れ
る
法
要
）
の
助
郷
役

す
け
ご
う
や
く

を
減
免
し
て
欲
し
い
と
い
う
訴
え
書
き
で
す
。

江
戸
時
代
、
街
道
筋
の
宿
駅
に
は
人
馬
が
常
備
さ
れ
、
公
用
の
継
ぎ
立
て
に
供
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
大
規
模
な
交
通
が
見
込
ま
れ
支
障
が
発
生
し
そ
う
な
場
合

に
備
え
、
宿
駅
近
傍
の
郷
村
を
、
補
助
的
に
人
馬
の
供
給
を
行
う
村
と
し
て
指
定



し
て
役
を
負
担
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
制
度
を
助
郷
と
い
い
ま
す
。
こ
の
基
本

的
な
助
郷
の
他
に
、
特
定
の
大
通
行
時
や
、
臨
時
の
特
別
大
通
行
で
通
常
の
助
郷

だ
け
で
は
通
行
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
と
予
測
さ
れ
る
場
合
に
は
、
さ
ら
に
遠

方
の
村
々
へ
も
そ
の
役
負
担
を
割
り
当
て
る
加
助
郷

か
す
け
ご
う

や
増

ま
し

助
郷

す
け
ご
う

が
命
じ
ら
れ
、

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

明
和
二
年
の
日
光
御
法
会
は
、
家
康
の
百
五
十
回
忌
法
要
に
あ
た
り
、
勅
使
で

あ
る
親
王
や
公
卿
の
参
列
に
よ
り
交
通
量
の
増
大
が
予
想
さ
れ
る
中
、
幕
府
は

道
中
に
あ
た
る
中
山
道
筋
の
村
々
に
増
助
郷
を
計
画
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
対

し
て
増
助
郷
を
命
じ
ら
れ
た
、
特
に
武
蔵
国
の
村
々
を
中
心
に
、
増
助
郷
計
画
の

撤
回
を
求
め
る
大
規
模
な
一
揆
が
発
生
し
ま
し
た
（「
明
和
の
助
郷
一
揆
」
や
「
明

和
元
年
武
州
伝
馬
騒
動
」
と
い
う
）。 

 

今
回
の
古
文
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
明
和
二
年
の
日
光
御
法
会
に
先
立
ち
、
桐
生

領
五
十
四
村
の
内
三
十
六
村
（
御
料
九
村
、
私
料
二
十
七
村
）
に
対
し
、
幕
府
か

ら
日
光
道
中
壬
生
通
り
の
奈
佐
原
宿
（
現
、
栃
木
県
鹿
沼
市
）
へ
の
増
助
郷
を
命

じ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
役
は
、
百
石
に
付
き
伝
馬
三
疋
、
人
足
は

六
名
の
供
出
で
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
、
御
料
（
ご
り
ょ
う
＝
「
御
領
」
や
「
天
領
」「
公
領
」
と
も
い



い
、
江
戸
幕
府
直
轄
領
の
こ
と
）
の
九
村
が
訴
訟
人
と
な
っ
て
、 

一
、
先
年
（
前
回
）
の
御
社
参
の
時
は
、
千
石
に
付
き
伝
馬
七
疋
、
人
足

五
人
で
あ
り
今
回
の
役
負
担
は
あ
ま
り
に
も
過
重
で
あ
る
こ
と
。 

二
、
増
助
郷
に
人
を
取
ら
れ
る
三
月
四
月
は
、
蚕
仕
事
の
最
も
忙
し
い
時

期
で
、
増
助
郷
と
し
て
御
伝
馬
役
の
勤
め
に
出
て
し
ま
っ
て
は
養
蚕

が
立
ち
い
か
な
く
な
り
、
桐
生
領
五
十
四
村
の
村
々
は
年
貢
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
人
馬
の
供
出
数
を
減
少

し
て
欲
し
い
。 

と
、
評
定
所
留
役
の
成
瀬
彦
太
郎
と
倉
橋
与
四
郎
両
名
に
訴
え
出
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
こ
の
訴
え
の
頼
み
と
な
っ
た
の
が
、
こ
の
文
書
の
前
半
部
分
に
書
か

れ
た
、
権
現
様
（
徳
川
家
康
）
へ
の
籏
絹
献
上
の
由
緒
だ
っ
た
の
で
す
。
少
し
詳

し
く
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

こ
の
文
書
の
二
行
目
か
ら
六
行
目
に
か
け
て
、
権
現
様
が
関
東
に
御
入
国
さ

れ
た
時
、（
桐
生
領
五
十
四
村
が
）
二
四
一
〇
疋
（
＝
四
八
二
〇
反
）
の
籏
絹
を

献
上
し
た
こ
と
が
、
続
け
て
、
明
暦
年
中
に
は
桐
生
領
の
代
官
で
あ
っ
た
諸
星
庄

兵
衛
に
よ
り
、
籏
絹
そ
の
も
の
の
物
納
で
は
な
く
、
代
永
（
金
納
）
と
し
て
、
毎

年
三
百
十
七
貫
百
五
十
文
を
上
納
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。 



そ
の
後
、
館
林
領
で
あ
っ
た
時
も
、
割
地
（
旗
本
ら
の
給
分
地
）
と
し
て
二
百

八
給
と
な
っ
て
も
籏
絹
分
の
代
永
上
納
は
続
け
て
お
り
、
さ
ら
に
桑
は
三
尺
一

束
に
揃
え
て
、
そ
れ
に
対
し
て
束
当
た
り
二
文
の
永
を
納
め
る
こ
と
と
し
、
桐
生

領
五
十
四
村
で
は
合
せ
て
六
万
八
千
束
分
（
十
三
万
六
千
文
＝
百
三
十
六
貫
）
を

年
貢
と
し
て
納
め
て
き
た
こ
と
。
そ
れ
故
、
従
来
は
（
増
助
郷
の
よ
う
な
）
諸
役

は
御
赦
免
さ
れ
て
き
て
い
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
桑
一
束
に
永
二

文
が
課
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
桐
生
領
で
は
、
桑
を
食
む
蚕
か
ら
生
糸
を
作
り
、

そ
の
生
糸
か
ら
織
物
を
作
る
こ
と
が
生
業
と
し
て
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。 

 

 

こ
の
桐
生
領
五
十
四
村
か
ら
の
徳
川
家
康
に
対
す
る
籏
絹
二
四
一
〇
疋
の
献

上
故
事
は
、
関
ケ
原
合
戦
時
に
、
急
遽
、
家
康
か
ら
籏
絹
の
献
上
を
命
じ
ら
れ
、

そ
の
籏
で
戦
っ
た
家
康
軍
が
戦
勝
を
得
た
と
い
う
吉
事
縁
起
と
し
て
伝
わ
り
ま

す
。
今
回
の
増
助
郷
の
よ
う
な
幕
府
か
ら
の
臨
時
の
課
役
命
令
に
対
し
、
桐
生
領

の
町
・
村
役
人
た
ち
は
、
そ
の
免
除
を
願
い
出
る
た
め
に
こ
の
籏
絹
の
御
吉
例
由

緒
を
た
び
た
び
主
張
し
て
き
ま
し
た
。 

 

幕
府
と
し
て
も
、
神
君
家
康
公
の
御
吉
例
を
持
ち
出
さ
れ
て
は
、
対
応
せ
ざ
る

を
得
な
い
面
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
今
回
の
減
免
願
を
受
け
て
、
桐
生
領
の
負



担
は
、
三
月
中
旬
か
ら
の
下
野
国
金
崎
村
（
現
、
栃
木
県
栃
木
市
）
へ
の
増
助
郷

に
変
更
さ
れ
、
百
石
に
付
き
、
伝
馬
一
疋
・
人
足
二
名
の
供
出
及
び
金
七
両
二
分

ず
つ
の
負
担
へ
軽
減
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 


